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ミスターブレッドで毎日限定�本の
コーヒーフランス（高知市若草町）

佐
川
町
の
古
い
街
並
み
を
題
材
に

カ
メ
ラ
を
構
え
た
撮
影
会
（同
町
）

少
な
く
と
も
�
万
年
分
の
気
候
デ
ー
タ
が

詰
ま
っ
た
龍
河
洞
の
石
筍
。
切
断
面
に
は

長
い
年
月
で
で
き
た
層
が
見
え
る

「
地
元
の
研
究
は
地
域
の
大
学
の
使
命
」
と
話
す
奥
村
知
世
准
教
授

２０２１年�月に龍河洞内で行った
石筍の採取（香美市）

紀
元
前
５
６
０
０
年
ご
ろ
に
死
ん
だ
と
分
か
っ
た
全
長
約
８
㌢
の

宝
石
サ
ン
ゴ
の
枯
れ
木
（奥
村
准
教
授
提
供
）

年
間
総
取
引
高
が
�
億
円
を
超
え
た
２
０
１
４
年
�
月
の
宝
石
サ
ン
ゴ
原
木
入
札
会
（香
南
市
）

　高知大学海洋コア総合研究セ

ンターの奥村知世准教授（�）は

石灰岩の研究が専門で、現在は

宝石サンゴや鍾乳石を対象とし

ている。高知とも縁の深い研究

の可能性を聞いた。

カメラ好きが集まるサークルです。朝倉キャン

パスで年２回行うサークル展に向け、写真の撮影

に励んでいます。

　所属部員は約�人。使う機材はデジタル一眼レ

フからフィルムカメラ、スマートフォンなどさま

ざま。主な活動は月１回の撮影会で、県内外に出向

いて町歩きをしながら思い思いにカメラを向けま

す。昨秋は香川の水族館や海岸線を巡る日帰り撮

影旅行が好評でした。

　まれにお互いの写真を批評する光景もあります

が、初心者が多いのでまずは楽しめることが大事。

でも昨年末の大雪では部員数人が自発的に撮影を

行いました。高知であの大雪は歴史に残ることな

ので、写真部員として記録できてよかったです。

　部には学内外から撮影依頼が入ることもありま

す。昨夏は学内のよさこいチームの依頼で専属カ

メラマンとして炎天下の２日間、地方車の爆音に

耐えながら踊り子にレンズを向けたことが印象に

残っています。

　部の歴史は長く、古い作品は１９９０年代の物も。部

室には古い引き伸ばし機や薬品があります。伝統

を大事にしながら楽しみたいです。

（代表・外山アトム＝地域協働学部３年）

香
美
市
の
龍
河
洞
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
、
未
来
の
気
候
変
動
を
予
測

す
る
た
め
の
研
究
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

�
年
後
、
千
年
後
の
気
候
を
予

測
す
る
に
は
、
過
去
も
同
じ
ス
ケ

ー
ル
で
知
っ
た
方
が
い
い
。
鍾
乳

石
は
そ
の
情
報
源
と
し
て
非
常
に

優
れ
て
い
ま
す
。
鍾
乳
石
を
切
断

し
、
部
位
ご
と
に
酸
素
の
重
さ
の

違
い
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
１
万

年
前
の
毎
年
の
降
水
量
も
知
る
こ

と
が
で
き
る
ん
で
す
。

２
０
２
１
年
、
文
化
庁
の
許
可

を
得
て
龍
河
洞
保
存
会
の
協
力
の

下
、
洞
内
で
地
面
側
か
ら
伸
び
る

せ
き
じ
ゅ
ん

鍾
乳
石
、
石
筍
を
五
つ
採
取
し
ま

し
た
。
龍
河
洞
の
石
筍
は
�
㌢
当

た
り
２
万
年
か
け
て
伸
び
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
最
大
１

㍍
弱
の
も
の
を
採
取
し
た
の
で
、

ざ
っ
と
�
万
年
分
の
降
水
量
デ
ー

タ
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
み
て
い
ま

す
。今

は
い
か
に
正
確
に
デ
ー
タ
を

取
り
出
す
か
の
準
備
段
階
で
、
取

得
は
数
年
が
か
り
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
こ
こ
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

を
気
候
モ
デ
ル
の
式
に
当
て
は
め

て
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

計
算
す
れ
ば
、
未
来
の
気
候
予
測

が
よ
り
正
確
に
な
る
は
ず
で
す
。

龍
河
洞
も
宝
石
サ
ン
ゴ
も
、
高

知
の
大
切
な
宝
で
す
。
今
回
の
研

究
で
、
観
光
地
と
し
て
の
龍
河
洞

に
学
術
的
な
意
義
が
加
わ
れ
ば
、

魅
力
も
増
す
し
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
教
育
効
果
も
期
待
で
き
る
。
宝

石
サ
ン
ゴ
も
、
科
学
的
な
背
景
が

分
か
る
こ
と
で
保
全
に
つ
な
が

る
。
高
知
の
人
が
身
近
な
宝
に
も

っ
と
興
味
を
持
ち
、
誇
り
に
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
う

れ
し
い
で
す
。

石
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
ー
リ
ー

が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
興
味

深
い
の
が
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
で
で

き
た
石
灰
岩
に
秘
め
ら
れ
た
物
語
で

す
。
主
要
成
分
の
一
つ
で
あ
る
炭
素

か
ら
は
過
去
の
気
候
や
環
境
の
変
動

が
分
か
る
ん
で
す
。

私
は
九
州
大
学
大
学
院
で
博
士
号

を
取
得
し
、
２
０
１
７
年
に
海
洋
コ

ア
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
に
や
っ
て
来

ま
し
た
。
高
知
の
特
産
で
あ
る
宝
石

サ
ン
ゴ
も
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
な
の

で
、
研
究
対
象
に
決
め
ま
し
た
。

宝
石
サ
ン
ゴ
は
、
サ
ン
ゴ
礁
を
作

る
造
礁
サ
ン
ゴ
と
は
違
う
種
類
で

す
。
造
礁
サ
ン
ゴ
が
浅
い
海
で
暮
ら

す
の
に
対
し
、
宝
石
サ
ン
ゴ
の
生
息

域
は
水
深
数
百
㍍
の
深
海
で
、
成
長

速
度
は
造
礁
サ
ン
ゴ
の
お
よ
そ
�
分

の
１
。
絶
滅
の
危
機
と
な
る
と
回
復

に
�
年
単
位
で
時
間
が
要
り
ま
す
。

そ
う
さ
せ
な
い
た
め
に
適
切
な
漁
獲

管
理
が
不
可
欠
。
資
源
量
を
把
握
し

持
続
可
能
に
利
用
を
す
る
お
手
伝
い

の
た
め
に
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

私
が
注
目
す
る
の
は
、
死
ん
で
化

石
状
に
な
っ
た
枯
れ
木
サ
ン
ゴ
で

す
。
漁
獲
さ
れ
る
宝
石
サ
ン
ゴ
に
はせい

枯
れ
木
に
加
え
、
生
き
て
い
る
「生

き木
」も
あ
り
ま
す
が
、取
引
量
を
比
較

す
る
と
枯
れ
木
が
は
る
か
に
多
い
。

サ
ン
ゴ
船
は
網
で
海
底
を
掃
く
よ

う
に
漁
獲
す
る
の
で
こ
の
時
に
生
木

が
破
壊
さ
れ
る
―
と
の
見
方
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
漁
が
始
ま
っ
た
明
治

初
期
の
文
献
に
よ
る
と
、
当
時
か
ら

漁
獲
量
の
大
半
が
枯
れ
木
で
し
た
。

そ
こ
で
枯
れ
木
が
い
つ
生
ま
れ
た
の

か
、
骨
格
の
中
の
放
射
性
炭
素
と
い

う
炭
素
の
一
種
を
使
っ
て
年
代
測
定

を
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
宝
石
珊
瑚
保
護
育

成
協
議
会
」
の
協
力
で
�
、
�
年
に

足
�
沖
で
行
っ
た
調
査
で
は
、
�
本

の
枯
れ
木
サ
ン
ゴ
の
年
代
を
測
定

し
、
�
％
が
明
治
以
前
の
死
滅
と
分

か
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
漁
で
破
壊
さ

れ
た
の
で
は
な
く
、
自
然
に
死
滅

し
、
海
底
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
。
最

も
古
い
も
の
は
紀
元
前
５
６
０
０
年

の
死
滅
で
し
た
。

今
後
、
生
息
の
密
度
や
寿
命
な

ど
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て
暮
ら
し
て

い
た
か
が
分
か
る
と
資
源
量
が
推
定

で
き
る
。
こ
れ
ら
科
学
的
な
デ
ー
タ

を
基
に
年
間
漁
獲
量
を
具
体
的
に
提

示
し
、
持
続
的
な
利
用
と
資
源
保
護

に
つ
な
げ
た
い
で
す
ね
。
こ
の
セ
ン

タ
ー
で
は
サ
ン
ゴ
片
を
海
底
に
下
ろ

し
て
増
殖
さ
せ
る
試
み
に
も
参
画
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
も

加
え
、
未
来
を
描
き
た
い
で
す
。

　国立高知病院の目と鼻の先にあり、高知大生もよ

く通うパン屋さん。�種類ほどの商品の中で発売以

来約�年、常連客らに愛される看板商品コーヒーフ

ランス（税込１６０円）をご紹介します！

�年ほど前に近くで開業した久保ベーカリー（高

知市朝倉丙）の系列店。両店とも家族で経営してお

り、コーヒーフランスは３代目の久保誠司さん（�）

が�歳の時、「当時県外ではやっていた商品を高知で

も」と考案したそうです。外側がカリッ、中がふわっ

としたフランスパンを使用。クリームには北海道産

バターにシロップに卵黄、「企業秘密」のコーヒーが

練り込んであるそうで、常連客は「ほんのりコーヒー

風味が絶妙」「パンと相性が最高」。毎日限定�本で、

午後３時の焼き上がりに行列ができます。

チーズバーガーや自家製のスパイスカレーを使う

カレーパンなど土曜日限定の総菜パンも人気。ぜひ

足をお運びください！

　高知市若草町�の�、午前８時半～午後７時、日曜

定休、祝日不定休、電話０８８・８４９・２５５８。

（学生広報スタッフ・森本倫＝教育学部２年）

２０２３年（令和５年）２月�日（土曜日）（�） （第３種郵便物認可）☆


